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重 点 施 策 の 概 要
Ⅴ協働の推進及び市町村の支援 １ＮＰＯ等との協働の推進 地域振興部 くらし創造部 まちづくり推進局政 策 課 題 所管部局

（ ）内は２０年度当初予算額〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕

ボランティア・ＮＰＯ活動への参加の促進

１百万円（⑳ －百万円）１．ボランティア・ＮＰＯ活動への参加の促進 ○ボランティア・ＮＰＯ活動情報発信事業新

ＮＰＯの連携促進や県民のＮＰＯに関する理解と関心を高めるため、ＮＰＯと協働でホームページ「Ｗ

ＥＢ版スマイルズ」を開設。２．ＮＰＯ等団体活動の支援

１百万円（⑳ １百万円）３．多様な協働による地域づくりの推進 ボランティア・ＮＰＯ活動普及啓発事業
ボランティア・ＮＰＯ活動の体験、参加のきっかけとなる情報発信を行う「ボランティア体験キャンペ
ーン事業」の実施や、県職員・教職員が地域情報の収集・県情報の提供など、県と地域との情報の橋渡
し役、地域活動の牽引役をつとめる「ふるさとサポーター」の活動促進。

【再掲】 １百万円（⑳ ２百万円）「もてなしの心」推進事業
2010年に向けて、観光関連業界、地域づくり団体、ＮＰＯ・ボランティア等が「もてなし」を実践でき
るよう県民会議を開催し、行動プログラムを推進する。また、必要に応じてアドバイザーを派遣する。

【再掲】４百万円（⑳ －百万円）〔施策展開イメージ〕 ○平城遷都１３００年祭もてなしの心強化事業【県政重点課題推進枠】新

平城遷都1300年祭を迎えるにあたって、観光事業者のおもてなしのスキルアップを図り、心温まるサー
ビスを行えるよう「もてなしの心県民運動」を展開する。

１０百万円（⑳ －百万円）○まほろばふるさとづくり事業新

平城遷都１３００年祭を迎えるにあたり、自治会等地域コミュニティ組織や地元行政等が協働して実施
する美化活動など、美しい地域づくりの活動支援を実施。

１百万円（⑳ －百万円）○落書き消去活動支援事業新

平城遷都１３００年祭の来訪者を落書きのないきれいな状態で迎えるため、観光動線沿いを中心に、ボ
ランティアによる落書き消去活動を支援。

２百万円（⑳ ２百万円）親切・美化県民運動事業
「クリーンな心でグリーンな奈良に」をモットーに 「ひろく豊かな心を育てよう（笑顔なら 「ま、 ）」、
ちやむらをきれいにしよう（クリーンなら 」を基本項目として 「クリーンアップならキャンペーン） 、
事業」等を展開。

ＮＰＯ等団体活動の支援
１百万円（⑳ －百万円）○NPO等活動基盤強化事業【県政重点課題推進枠】新

ＮＰＯ等団体の活動を支援するため、民間からの寄付も含めた基金の創設の必要性・運営方法や、ＮＰ
Ｏ等の活動拠点のあり方及び運営方法について検討する。

１百万円（⑳ －百万円）○NPOマネジメントセミナー開催事業【県政重点課題推進枠】新

ＮＰＯの円滑な団体運営のための経営力を強化するため、各種マネジメント能力向上セミナーを開催。

１百万円（⑳ １百万円）ボランティア・ＮＰＯ活動支援事業
「 」 「 」 、 、 、奈良県総合ボランティアセンター 及び 西奈良県民センター に 団体用貸出ロッカー 印刷機器
パソコン、プリンターを設置し、ボランティア・ＮＰＯ活動を支援する。

７百万円（⑳ ５百万円）地域貢献活動助成事業
地域に密着した活動を行い、主体的に地域課題の解決に取り組もうとするＮＰＯ・ボランティア団体や
自治会等の地縁組織に対し、活動経費の一部を支援することにより、豊かで活力のある地域社会の実現
を目指す。

・（新）新たな協働ビジョン等策定事業

・協働推進円卓会議（ＮＰＯ、地域コミュニティ、企業、大学、行政の代表者）
・庁内協働推進会議（議長：くらし創造部長　構成員：各部局総務室長等）
・協働推進員（上記協働推進会議を補佐するため、各部局で指名した者）

・地域コミュニティ活動は低下傾向。県内に大企業が少なく、ＣＳＲと結びつきにくい ・協働推進円卓会議運営事業
・大学との連携は進みつつあるも、企業ニーズは総じて低く、多様な協働を ・（新）新たな協働ビジョン等策定事業（再掲）
　コーディネートできていない。 ・（新）「地域の教育力」向上戦略事業
・ＮＰＯ等と行政の協働の推進が不十分である ・ＮＰＯ等と行政の交流セミナー事業

　（ＮＰＯ等と行政が地域の課題を共有し、
　  解決に向けた意見交換を行う場の設置）

・公共課題、地域課題に対応したプロジェクトをコーディネート
・協働事業の量的拡大及び質的向上

・ＮＰＯ等団体は規模が小さい所が多く、運営に際し、資金不足、後継者不足、 ・（新）ＮＰＯ等活動基盤強化事業
　活動拠点不足。 ・（新）ＮＰＯマネジメントセミナー開催事業
・会計報告や人集めも不十分である。 ・地域貢献活動助成事業
・人材の確保が難しい。また、広報力が弱く、事務処理も苦手である。

・平成１８年社会生活基本調査によるボランティア活動の行動者率は、２７．４％で ・奈良ボランティアネットの運用及び改良
　全国２５位。（５年前と比較すると４．８％低下。） ・ボランティア体験キャンペーン等による普及啓発
・ＮＰＯ等の新しい活動の情報やボランティア参加のきっかけとなる情報が十分届いて ・「もてなしの心」推進事業
　いない。 ・（新）平城遷都１３００年祭もてなしの心強化事業

 ・学生は就労で県外へ離れており、団塊の世代は就労意欲が依然高いこと ・親切・美化県民運動事業
・参加者が固定化・高齢化しており、全体的に地域貢献活動意欲の低下も。 ・（新）花いっぱい運動を緑化フェアを契機に展開

推進組織 県民や多様な主体が参画・協働
する豊かな社会の実現

現状と問題点 対応策

現状と問題点 対応策

現状と問題点 対応策

多様な協働による地域づくりの推進

ボランティア・ＮＰＯ活動への参加の促進

ＮＰＯ等団体活動の支援

新たな協働ﾋﾞｼﾞｮﾝ等の策定
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重 点 施 策 の 概 要
Ⅴ協働の推進及び市町村の支援 １ＮＰＯ等との協働の推進 地域振興部 くらし創造部 まちづくり推進局政 策 課 題 所管部局

〔事業の概要〕 〔事業の概要〕（ ）内は２０年度当初予算額

多様な協働による地域づくりの推進
１百万円（⑳ １百万円）協働推進円卓会議運営事業

ＮＰＯだけでなく、多様な主体による協働の推進方策について意見交換する場の運営。

（ ）○新たな協働ビジョン等策定事業 県政重点課題推進枠新 【 】 ２百万円 ⑳ －百万円
ＮＰＯ、自治会等、企業、大学、行政が協働を推進するビジョンの改訂等に向け、内容等を検討す
る。

１百万円（⑳ １百万円）ＮＰＯ等と行政の交流セミナー事業
ＮＰＯ等と行政が相互理解を深め協働を推進するため、交流型と専門分野別の意見交換会を開催。

【一部再掲】 ７百万円（⑳ ４百万円）県とＮＰＯとの協働事業提案制度
地域課題の解決とボランティア・ＮＰＯ活動の活性化を図り、豊かな地域社会の形成を目指して県民に一層
効果的で質の高いサービスを提供するため、県とＮＰＯとが協働で実施する事業提案を募集。

【再掲】 ４百万円（⑳ －百万円）○「地域の教育力」向上戦略事業【県政重点課題推進枠】新

学校、家庭、地域が一体となった取組を基本に、子ども達が健全に育っていくための「地域の教育
力」を再生するため、その方策を検討する委員会を開催し、提言の取りまとめを行う。また、先進
的なモデル地域の調査・分析を行うとともに、ネットワークの設立・運営やシンポジウムを開催。

１０百万円（⑳ －百万円）○早稲田大学との連携事業【県政重点課題推進枠】新

平成２０年１２月２２日の「奈良県と早稲田大学との協働連携に関する基本協定書」締結を契機と
して、早稲田大学と連携し、早稲田大学の知的資源を活用することにより、県政の様々な課題に対
応していく。

１百万円（⑳ ５百万円）「住まいの奈良」推進事業
「住まいの奈良」の推進、特に高齢者の住まいやすい奈良らしいコンパクトシティの実現に向けて、
市町村、県民、事業者等との協働により郊外住宅地活性化のためのエリアマネジメント、まちなか
居住、住み替えを促進する。

（ ）コンシェルジュによる魅力ある地域創出事業 １百万円 ⑳ １百万円
歴史的街なみ地区等において、住民・ＮＰＯ等によるまちづくり活動の推進を図るとともに来訪者
の増加を目指すため、２０１０年に向けて「なら・まちづくりコンシェルジュ」が地元まちづくり
活動組織等と協働しながら、まち歩き用まちづくりマップの作成等を行う。

（ ）まちづくり拠点施設整備推進事業 ２０百万円 ⑳２０百万円
歴史的街なみ地区等における地域のにぎわいを創出するため、ＮＰＯ等が設置するまちづくり拠点
整備に対する支援を目的とした「まちづくり拠点整備ファンド」に対して 「住民参加型まちづく、
り支援制度（ 財）民間都市開発推進機構 」を活用し、資金拠出を行う。（ ）


